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２０２０年度 総合教養科目 （副：総合科目Ⅱ）
第３Ｑ月曜５限（17：00～18：30） 鶴甲第1キャンパス Ｂ110教室
担当教員： 鶴田 宏樹 （ V.School ）

10/5 オリエンテーション 神戸大学 V.School 准教授 鶴田 宏樹

創業宝暦元年(1751年)から続く老舗酒蔵の継承と発展。日本の伝統産業
が衰退する中、私たちは阪神淡路大震災を乗り越え、「福寿」という
日本酒はノーベル賞の公式行事で提供されるなど世界で愛されるよう
になりました。
これからのターゲットは「SD(Sustainable Development)」。これからの
伝統産業のあり方をお話しします。
株式会社神戸酒心館
代表取締役社長 安福 武之助

Peatix Japan株式会社
共同創業者取締役・CMO (最高マーケティング責任者)
藤田 祐司

経済産業省商務・サービスグループヘルスケア産業課
課長補佐 高橋 久美子

株式会社ベアーズ
取締役副社長 高橋 ゆき

神戸市長
久元 喜造

株式会社ベアーズは、「頑張る女性を応援したい」という想いで1999年に創業しました。しか
し昨今においては、女性のみならず、男性女性がともに生き生きと働ける社会づくりのために
何ができるのかということが大いに問われています。
私達は「何のために家事代行が存在するのか」の本質を踏まえ、“日本の暮らしの新しいイン
フラ”を目指して事業をしています。
ベアーズは、“働き方改革は暮らし方改革とともに！”を推奨していますが、“人が生きる、暮
らす”という観点から、私たちの活動はSDGsやwell-beingそのものに直結すると考えています。
今回の講義は“想像する眼差しで未来を創造しよう！”というテーマで、皆さんと一緒に感じる
時間にしたいと思います。

11/30
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アカデミスト株式会社
代表取締役 柴藤 亮介

ＳＲＣグループＣＥＯ 兼

横山 剛
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2012年に経済産業省入省。2025年大阪・関西万博の誘致、JETROを通じ
た貿易政策立案、AIベンチャー派遣などを経て、現在はヘルスケア産業
政策に携わっています。
これまでの経験を踏まえて、どんな人生を歩みたいか、どんな社会を
つくりたいか一緒に考える時間にしたいと思います。

11/2

大学３回生時に起業。以来、地域に特化した５社６事業を運営し、地元放送局の事業再生も手
がける。現在も大学院で学生としてマーケティングに関わる研究を行う傍ら３つの大学で教員
を務め、若者教育と地域の起業家支援にも力点を置く。好きな学問は西洋哲学と心理学。道徳
を愛し嘘をつかないことがモットー、海外カジノ連勝記録更新中、正義について語ると話が長
い。自称「愛」研究家。

兵庫エフエム放送株式会社（Kiss FM KOBE）代表取締役社長
ＮＰＯ法人神戸ファイニーズ専務理事、全国ＦＭ放送協議会理事
株式会社ジャパンエフエムネットワーク取締役
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学生時代に感じていた「隣の研究室ではどのような研究をしているの
だろう？」という疑問から会社を設立し、現在は学術系クラウドファ
ンディングサイト「academist」をはじめとした研究者が研究の魅力を
社会に発信するサービスを運営しています。
当日は、学生時代から現在までの流れを振り返りながら、皆さんが新
しいチャレンジをするヒントになるようなお話ができればと思います。
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新卒でインテリジェンス(現パーソルキャリア株式会社)で営業を担当後、2003年
アマゾンジャパン株式会社(現アマゾンジャパン合同会社)に入社、その後アマゾ
ンで出会った仲間と起業しました。複数のサービスで失敗をしながらチャレンジ
を続け、4度目の正直となるサービス「Peatix」をどのようにユーザー数500万人を
越すサービスまで成長させたのか、様々な「しくじり」の経験を軸に、「新しい
挑戦」について皆さんと一緒に考える時間にしたいと思います。10/26

・新型コロナウイルスの感染拡大を受け、刻々と変化する課題にどう
対応したのか、神戸市の取り組みを紹介します。

「神戸市政の課題と市長の仕事」～神戸市Withコロナ戦略～

・Withコロナ時代に対応し、感染拡大の防止と市民生活・経済活動の
維持・回復の両立を目指す神戸市の戦略についてお話します。
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